
中学校情報教育（第１学年）総合的な学習の時間「みんなが安心して暮らせるまちづくり」 

自分の考えを整理・深化させる活動の工夫 

 

 

 

 中学校の総合的な学習の時間では，生徒が調べ学習をして，新聞等に 

まとめる活動を行うことがよくあります。そのときに，次のような生徒 

はいませんか？ 

○インターネットや資料の情報を丸写しして，収集したつもりになる。 

○収集した情報をすべて正しいと思い込んで信頼してしまう。 

○収集した情報を整理しないで集めっぱなし。 

○新聞にまとめるとき，収集した情報を書き写すだけで，自分の考えが 

入っていない。 

総合的な学習の時間における探究活動で，情報活用能力を育成し，生徒が情報を活用して自分の考え

を形成できることを目指す授業実践を行いました。探究活動では，下図のように適切な情報活用の方法

について考える場を設け，生徒が情報活用能力を意識できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適切な情報活用の方法について生徒自身で考える場を設けることで，生徒たち

は収集した情報に対して「信頼できるか」「重要なものか」「伝えるべきものか」

などと考え，収集した情報を丸写しせず，情報を活用して自分の考えを形成する

ことにつながります。また，「情報活用ガイド」等で考えたアイディアを生徒同士

で共有することで，適切な情報活用の方法を生徒に定着させることができます。 

「情報活用能力」を意識した単元づくり 

情報活用能力とは？ 
「情報及び情報技術を適切かつ効果的に
活用して，問題を発見・解決したり自分
の考えを形成したりしていくために必要
な資質・能力」 

〔中学校学習指導要領解説総則編〕 
 
例えば･･･ 
情報を得る, 整理・比較，発信・伝達で
きる力 
（情報手段の基本的な操作の習得や,プロ
グラミング的思考,情報モラル等も含む） 

探究 
の流れ 

課題設定 

収集 

整理 

発信 

正確な情報を収集するには

どうすればよいだろう？ 

収集した情報から，重要な

ものを選び整理するには，

どうすればよいだろう？ 

プレゼンテーションで分か

りやすく発信するには，ど

んなことに気を付ければよ

いだろう？ 

 
生徒が考えたアイディアは，「情報活用ガイ

ド」として目に見える形にして残し，生徒同
士で共有しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

また，残すだけでなく，それを基に自分の取
組を評価させたり，一度作ったものをアップデ
ートさせたりすることも重要です。 

生徒に考えさせる内容の例 


